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新潟県新たな道路整備計画 

基本方針 (1) 

交流･連携･広域ﾈｯﾄﾜｰｸの形成を図ります。 
（世界に向けての「日本海発信」） 

基本方針 (1) 

交流･連携･広域ﾈｯﾄﾜｰｸの形成を図ります。 
（世界に向けての「日本海発信」） 

基本方針 ( 2 ) 

人にやさしい道路の整備を進めます。 

基本方針 ( 2 ) 

人にやさしい道路の整備を進めます。 

基本方針 ( 3 ) 
都市機能の向上の支援を図ります。 

基本方針 ( 3 ) 
都市機能の向上の支援を図ります。 

基本方針 ( 6 ) 

個性ある地域形成の支援を図ります。 

基本方針 ( 6 ) 

個性ある地域形成の支援を図ります。 

基本方針 ( 5 ) 

雪や災害に強い道路ﾈｯﾄﾜｰｸの整備を進めます。 

基本方針 ( 5 ) 

雪や災害に強い道路ﾈｯﾄﾜｰｸの整備を進めます。 

基本方針 ( 4 ) 

日常生活圏の連携強化を図ります。 

基本方針 ( 4 ) 

日常生活圏の連携強化を図ります。 

■ ■ 広域アクセスに資する道路整備の促進 広域アクセスに資する道路整備の促進 

■ ■ 港湾・空港、駅などの 港湾・空港、駅などの 
交流・物流拠点へのアクセス機能の向上 交流・物流拠点へのアクセス機能の向上 

■ ■ 工業団地などの開発拠点や主要観光地への 工業団地などの開発拠点や主要観光地への 
アクセス道路など地域振興を支援する道路 アクセス道路など地域振興を支援する道路 
の整備を推進 の整備を推進 

■ ■ 物流機能を高めるため 物流機能を高めるため 
大型車両が通行できる道路の整備を推進 大型車両が通行できる道路の整備を推進 

■ ■ 通学路や高齢者、障害者が日常的に利用する 通学路や高齢者、障害者が日常的に利用する 
道路を中心に歩道や自転車歩行者道の整備を 道路を中心に歩道や自転車歩行者道の整備を 
推進 推進 

■ ■ 鉄道駅、ﾊﾞｽﾀｰﾐﾅﾙから病院等の医療・福祉施設や 鉄道駅、ﾊﾞｽﾀｰﾐﾅﾙから病院等の医療・福祉施設や 
公共施設まで、安全で円滑に歩いていける道路の 公共施設まで、安全で円滑に歩いていける道路の 
整備を推進 整備を推進 

■ ■ 歩行空間を有効に活用し、安全で快適な 歩行空間を有効に活用し、安全で快適な 
歩行空間を確保するため無電柱化を推進 歩行空間を確保するため無電柱化を推進 

■ ■ 都市の骨格として機能する道路や交通渋滞を 都市の骨格として機能する道路や交通渋滞を 
解消・緩和する道路の整備を推進 解消・緩和する道路の整備を推進 

■ ■ 騒音などによる沿道の生活環境の 騒音などによる沿道の生活環境の 
悪化を改善する道路整備を推進 悪化を改善する道路整備を推進 

■ ■ 住民と行政が協力してﾊﾟｰｸｱﾝﾄﾞﾗｲﾄﾞなどの 住民と行政が協力してﾊﾟｰｸｱﾝﾄﾞﾗｲﾄﾞなどの 
ＴＤＭ施策の導入を進め道路の使い方を改善 ＴＤＭ施策の導入を進め道路の使い方を改善 

■ ■ 道路利用者に経路や地点を分かりやすく 道路利用者に経路や地点を分かりやすく 
案内する道路標識の整備を推進 案内する道路標識の整備を推進 

■ ■ 市町村合併を支援する道路整備の推進 市町村合併を支援する道路整備の推進 

■ ■ 中枢・中核都市（新潟市・長岡市・上越市） 中枢・中核都市（新潟市・長岡市・上越市） 
へ円滑にアクセスできる道路網の整備を推進 へ円滑にアクセスできる道路網の整備を推進 

■ ■ 広域市町村圏の連携を強化する 広域市町村圏の連携を強化する 
道路網の整備を推進 道路網の整備を推進 

■ ■ 冬期間の円滑な交通と安全な歩行空間の確保 冬期間の円滑な交通と安全な歩行空間の確保 

■ ■ 雨や雪などの自然災害で道路が寸断されない 雨や雪などの自然災害で道路が寸断されない 
よう落石・雪崩などの危険箇所の解消を推進 よう落石・雪崩などの危険箇所の解消を推進 

■ ■ 都市部の道路緑化を推進 都市部の道路緑化を推進 

■ ■ 地域の自然・歴史・文化などを取り入れた 地域の自然・歴史・文化などを取り入れた 
魅力ある道路整備を推進 魅力ある道路整備を推進 

基本方針 (1) 

交流･連携･広域ﾈｯﾄﾜｰｸの形成を図ります。 
（世界に向けての「日本海発信」） 

基本方針 (1) 

交流･連携･広域ﾈｯﾄﾜｰｸの形成を図ります。 
（世界に向けての「日本海発信」） 

基本方針 ( 2 ) 

人にやさしい道路の整備を進めます。 

基本方針 ( 2 ) 

人にやさしい道路の整備を進めます。 

基本方針 ( 3 ) 
都市機能の向上の支援を図ります。 

基本方針 ( 3 ) 
都市機能の向上の支援を図ります。 

基本方針 ( 6 ) 

個性ある地域形成の支援を図ります。 

基本方針 ( 6 ) 

個性ある地域形成の支援を図ります。 

基本方針 ( 5 ) 

雪や災害に強い道路ﾈｯﾄﾜｰｸの整備を進めます。 

基本方針 ( 5 ) 

雪や災害に強い道路ﾈｯﾄﾜｰｸの整備を進めます。 

基本方針 ( 4 ) 

日常生活圏の連携強化を図ります。 

基本方針 ( 4 ) 

日常生活圏の連携強化を図ります。 

■ ■ 広域アクセスに資する道路整備の促進 広域アクセスに資する道路整備の促進 

■ ■ 港湾・空港、駅などの 港湾・空港、駅などの 
交流・物流拠点へのアクセス機能の向上 交流・物流拠点へのアクセス機能の向上 

■ ■ 工業団地などの開発拠点や主要観光地への 工業団地などの開発拠点や主要観光地への 
アクセス道路など地域振興を支援する道路 アクセス道路など地域振興を支援する道路 
の整備を推進 の整備を推進 

■ ■ 物流機能を高めるため 物流機能を高めるため 
大型車両が通行できる道路の整備を推進 大型車両が通行できる道路の整備を推進 

■ ■ 通学路や高齢者、障害者が日常的に利用する 通学路や高齢者、障害者が日常的に利用する 
道路を中心に歩道や自転車歩行者道の整備を 道路を中心に歩道や自転車歩行者道の整備を 
推進 推進 

■ ■ 鉄道駅、ﾊﾞｽﾀｰﾐﾅﾙから病院等の医療・福祉施設や 鉄道駅、ﾊﾞｽﾀｰﾐﾅﾙから病院等の医療・福祉施設や 
公共施設まで、安全で円滑に歩いていける道路の 公共施設まで、安全で円滑に歩いていける道路の 
整備を推進 整備を推進 

■ ■ 歩行空間を有効に活用し、安全で快適な 歩行空間を有効に活用し、安全で快適な 
歩行空間を確保するため無電柱化を推進 歩行空間を確保するため無電柱化を推進 

■ ■ 都市の骨格として機能する道路や交通渋滞を 都市の骨格として機能する道路や交通渋滞を 
解消・緩和する道路の整備を推進 解消・緩和する道路の整備を推進 

■ ■ 騒音などによる沿道の生活環境の 騒音などによる沿道の生活環境の 
悪化を改善する道路整備を推進 悪化を改善する道路整備を推進 

■ ■ 住民と行政が協力してﾊﾟｰｸｱﾝﾄﾞﾗｲﾄﾞなどの 住民と行政が協力してﾊﾟｰｸｱﾝﾄﾞﾗｲﾄﾞなどの 
ＴＤＭ施策の導入を進め道路の使い方を改善 ＴＤＭ施策の導入を進め道路の使い方を改善 

■ ■ 道路利用者に経路や地点を分かりやすく 道路利用者に経路や地点を分かりやすく 
案内する道路標識の整備を推進 案内する道路標識の整備を推進 

■ ■ 市町村合併を支援する道路整備の推進 市町村合併を支援する道路整備の推進 

■ ■ 中枢・中核都市（新潟市・長岡市・上越市） 中枢・中核都市（新潟市・長岡市・上越市） 
へ円滑にアクセスできる道路網の整備を推進 へ円滑にアクセスできる道路網の整備を推進 

■ ■ 広域市町村圏の連携を強化する 広域市町村圏の連携を強化する 
道路網の整備を推進 道路網の整備を推進 

■ ■ 冬期間の円滑な交通と安全な歩行空間の確保 冬期間の円滑な交通と安全な歩行空間の確保 

■ ■ 雨や雪などの自然災害で道路が寸断されない 雨や雪などの自然災害で道路が寸断されない 
よう落石・雪崩などの危険箇所の解消を推進 よう落石・雪崩などの危険箇所の解消を推進 

■ ■ 都市部の道路緑化を推進 都市部の道路緑化を推進 

■ ■ 地域の自然・歴史・文化などを取り入れた 地域の自然・歴史・文化などを取り入れた 
魅力ある道路整備を推進 魅力ある道路整備を推進 

計画策定の趣旨 

効効果的・効率的 的 
■ 事業の重点化による事業効果の早期発現 
■ コスト縮減 
■ 地域特性や交通特性などの地域の実情に 

あった道路整備 

■ パークアンドライドなどの 
ＴＤＭ施策の実施 

■ 冬期間の道路情報の有効活用 

道路の使い方の工夫 夫 

■ 計画策定の際、 
ワークショップ等の導入 

■ 地域住民の方々と協力して 
道路の維持管理を行う。 

県民と行政のﾊﾟｰﾄﾅｰｼｯﾌﾟ ﾟ 

■ 工事中の周辺環境への影響の低減 
■ 建設資材廃棄物の抑制、再資源化等 
■ 交通量の分散、交通渋滞の 

緩和・解消による沿道環境改善 

環境への配慮 慮 

■ 車道除雪の充実 
■ 歩道除雪の拡大 
■ 落石・雪崩などの 

危険箇所の解消 

維持管理の充実 実 

■ 港湾・空港・鉄道・バスなどの 
交通機関との連携強化 

交通機関との連携 携 

■ 高速道路や地域高規格道路などの 
高速交通ネットワークの形成 

■ 冬期間や災害時の交通確保 

ネットワークの形成 成 

　新潟県が進めるべき道路整備の目標を明確にするために、新潟県の道路の現状や課題を整理するとともに、県民 　新潟県が進めるべき道路整備の目標を明確にするために、新潟県の道路の現状や課題を整理するとともに、県民 
の皆様からいただいた意見やアイデアを踏まえ、「新潟県新たな道路整備計画」を平成１５年度に策定しました。 の皆様からいただいた意見やアイデアを踏まえ、「新潟県新たな道路整備計画」を平成１５年度に策定しました。 
 
 

　新潟県が進めるべき道路整備の目標を明確にするために、新潟県の道路の現状や課題を整理するとともに、県民 
の皆様からいただいた意見やアイデアを踏まえ、「新潟県新たな道路整備計画」を平成１５年度に策定しました。 
 
 

　「社会資本の整備目標」で本県が必要とする土木部所管の社会資本の整備目標を示しています。ま
た「新潟県　新たな道路整備計画」は上記計画の部門別計画です。 
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創 意工夫を活かした地域づくり 

　平成 2２年度、既存の交付金と従来の補助金を原則廃止し、新たに「社会資本整備総合交付金」
が創設されました。国土交通省所管の地方自治体向け個別補助金を一括とすることで、地方自治
体にとって自由度が高く、創意工夫を生かせる使い勝手の良い総合的な交付金となっています。

　平成 2２年度、既存の交付金と従来の補助金を原則廃止し、新たに「社会資本整備総合交付金」
が創設されました。国土交通省所管の地方自治体向け個別補助金を一括とすることで、地方自治
体にとって自由度が高く、創意工夫を生かせる使い勝手の良い総合的な交付金となっています。

＜従前の補助金＞ 

＜社会資本整備総合交付金＞
　従前の補助金を原則廃止し、
下記４分野に統合

①活力創出基盤整備
②水の安全・安心基盤整備
③市街地整備
④地域住宅支援

　　　※①が道路事業に該当

＜社会資本整備総合交付金＞
　従前の補助金を原則廃止し、
下記４分野に統合

①活力創出基盤整備
②水の安全・安心基盤整備
③市街地整備
④地域住宅支援

　　　※①が道路事業に該当

＝社会資本総合整備計画　（3 ～ 5 年）＝社会資本総合整備計画　（3 ～ 5 年）

①都道府県・市町村が各地域の課題に応じた政
策目標を設定し整備計画を策定
①都道府県・市町村が各地域の課題に応じた政
策目標を設定し整備計画を策定

③社会資本総合整備計画の評価

　事業効果の発現状況、成果目標の達成状況等について評価し公表

③社会資本総合整備計画の評価

　事業効果の発現状況、成果目標の達成状況等について評価し公表

最終年度（必要に応じて中間年度）最終年度（必要に応じて中間年度）

関連社会資本整備事業 （他のインフラ事業）

効果促進事業 （ソフト事業）

関連社会資本整備事業 （他のインフラ事業）

効果促進事業 （ソフト事業）
道路整備事業　  ＋道路整備事業　  ＋

②社会資本総合整備計画の目標を達成するために必要な事業を実施②社会資本総合整備計画の目標を達成するために必要な事業を実施

道路整備事業と、関連する他の社会資本整備やソフト事業を一体的に
実施することで、より効果的に目標達成を図る。　
道路整備事業と、関連する他の社会資本整備やソフト事業を一体的に
実施することで、より効果的に目標達成を図る。　

　港湾 

　治水 

　道路 

・
・

・
 

原則廃止 

○基本的な仕組み 

社会資本整備総合交付金の概要 

成果の億票

対象事業

（例：離島航路の船舶建造、ボランティア活動支援、観光案内看板の
整備など）

＋

成果の億票

対象事業

　社会資本整備総合交付金の実施にあたっては、『社会資本総合整備計画』の策定が必要となり、旧交付金（地域活力基盤創造交付金）
で策定した『地域活力基盤創造計画』を社会資本総合整備計画として事業を実施しています。
　この計画は２つのパッケージで構成される 5 カ年計画（平成 21 年度～平成 25 年度）であり、道路事業に加えて関連する他の社会
資本整備事業やソフト事業も盛り込まれています。
　なお、平成２３年度からは、地域自主戦略交付金が創設され、社会資本整備交付金から地域自主戦略交付金に移行した箇所もありま

社会資本総合整備計画

にぎわいのある魅力に満ちた住みよい地域づくり
パッケージ１

雪や災害に強く安全・安心に暮らせる地域づくり
パッケージ２

日常生活の利便性や観光地へのアクセスを改善する道路整備にあわせて、魅力ある観光地づくりなど
の交流人口の増大に寄与する環境整備を行い、にぎわいのある魅力に満ちた住みよい地域をつくる。

【計画目標】

【計画目標】

防災・防雪対策および既存道路施設の計画的な修繕・更新により道路ネットワークの信頼性を高め
るとともに、犯罪等を防止する基盤整備を行い、雪や災害に強く安全・安心に暮らせる地域をつくる。

地域自主戦略交付金の概要

　平成 23 年度より、「ひも付き補助金」を段階的に廃止し、地域の自由裁量を拡大するための交
付金として、「地域自主戦略交付金」が創設されました。平成 23 年度は、第一段階として都道府
県分を対象として、投資補助金の一括交付金化が実施されます。

　平成 23 年度より、「ひも付き補助金」を段階的に廃止し、地域の自由裁量を拡大するための交
付金として、「地域自主戦略交付金」が創設されました。平成 23 年度は、第一段階として都道府
県分を対象として、投資補助金の一括交付金化が実施されます。

○基本的な仕組み

＜対象事業＞＜対象事業＞

①社会資本整備総合交付金の一部
　　　　　　　　（国土交通省）
②農産漁村地域整備交付金の一部
　　　　　　　　（農林水産省）
③水道施設整備費補助
　　　　　　　　（厚生労働省）
④交通安全施設整備費補助金の一部
　　　　　　　　（警察庁）
⑤学校施設環境改善交付金の一部
　　　　　　　　（文部科学省）
⑥工業用水道事業費補助
　　　　　　　　（経済産業省）
⑦自然環境整備費補助金の一部
　　　　　　　　（環境省）
⑧環境保全施設整備費補助金
　　　　　　　　（環境省）
⑨消防防災施設整備費補助金
　　　　　　　　（総務省）

①社会資本整備総合交付金の一部
　　　　　　　　（国土交通省）
②農産漁村地域整備交付金の一部
　　　　　　　　（農林水産省）
③水道施設整備費補助
　　　　　　　　（厚生労働省）
④交通安全施設整備費補助金の一部
　　　　　　　　（警察庁）
⑤学校施設環境改善交付金の一部
　　　　　　　　（文部科学省）
⑥工業用水道事業費補助
　　　　　　　　（経済産業省）
⑦自然環境整備費補助金の一部
　　　　　　　　（環境省）
⑧環境保全施設整備費補助金
　　　　　　　　（環境省）
⑨消防防災施設整備費補助金
　　　　　　　　（総務省）

内閣府内閣府
＜スキーム＞＜スキーム＞

地域自主戦略交付金
　　　　　　　　　　

　
　・地域自主戦略交付金
　　　　　　　
　　　　　　　

　・沖縄振興自主戦略交付金
　　　　　　　　　　　

地域自主戦略交付金
　　　　　　　　　　

　
　・地域自主戦略交付金
　　　　　　　
　　　　　　　

　・沖縄振興自主戦略交付金
　　　　　　　　　　　

地
方
公
共
団
体

①配分額の通知①配分額の通知

②自由な事業選択②自由な事業選択

③交付③交付

客観的指標に基づく
恣意性のない配分の導入

（当面は継続事業に配慮）

客観的指標に基づく
恣意性のない配分の導入

（当面は継続事業に配慮）

左記の事業を、
各府省の枠にとらわれず、
自由に選択

左記の事業を、
各府省の枠にとらわれず、
自由に選択

各府省に移し替えて交付各府省に移し替えて交付

・道路（一般国道、都道府県道又は市町村道に限る）
　新設又は改築に関する事業のうち、次に掲げるもの
　　一　小区間の改良事業
　　二　交通安全対策に係る事業
　　三　無電柱化に係る事業
・道路（一般国道又は都道府県道に限る）の修繕に関する事業

交付対象事業（道路）交付対象事業（道路）交付対象事業（道路）
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社会資本整備総合交付金・地域自主戦略交付金

　平成 2２年度、既存の交付金と従来の補助金を原則廃止し、新たに「社会資本整備総合交付金」
が創設されました。国土交通省所管の地方自治体向け個別補助金を一括とすることで、地方自治
体にとって自由度が高く、創意工夫を生かせる使い勝手の良い総合的な交付金となっています。

＜社会資本整備総合交付金＞
　従前の補助金を原則廃止し、
下記４分野に統合

①活力創出基盤整備
②水の安全・安心基盤整備
③市街地整備
④地域住宅支援

　　　※①が道路事業に該当

＝社会資本総合整備計画　（3 ～ 5 年）

①都道府県・市町村が各地域の課題に応じた政
策目標を設定し整備計画を策定

③社会資本総合整備計画の評価

　事業効果の発現状況、成果目標の達成状況等について評価し公表

最終年度（必要に応じて中間年度）

関連社会資本整備事業 （他のインフラ事業）

効果促進事業 （ソフト事業）
道路整備事業　  ＋

②社会資本総合整備計画の目標を達成するために必要な事業を実施

道路整備事業と、関連する他の社会資本整備やソフト事業を一体的に
実施することで、より効果的に目標達成を図る。　

身近な道路の整備状況に対する県民満足度を向上　：【H20】48.2％　→　【H25】60.0％
車両や歩行者が安心してすれ違うことができる
　　　　道路延長の割合（安心すれ違い率）を拡大：【H20】65.8％　→　【H25】68.0％

成果の億票成果の億票成果の目標

対象事業対象事業対象事業

道路事業 関連事業

【関連社会資本整備事業】
道路整備と合わせて整備するこ
とで沿道環境の改善を図り、快
適な暮らしを創造する
（例：都市公園整備事業等）

・バイパス、拡幅による交通の円滑化
・歩道整備による歩行者の通行確保

・無電柱化による良好な都市景観の形成
・待避所によるすれ違い場所の確保　等

（例：離島航路の船舶建造、ボランティア活動支援、観光案内看板の
整備など）

道路整備と合わせて事業を行うことで、観光交流の拡大や沿道環境の
改善等を図り、にぎわいのある地域を形成する。
（例：離島航路の船舶の改良、ボランティア活動支援、観光案内看板
の整備等）

【関
道路
とで
適な
（例

化 道道路

＋
一体
で

整備

12 

雪崩や落石等の危険箇所の解消割合（雪・災害危険箇所解消率）を拡大　　　　　：【H21】30.7％→【H25】49.7％
適切な維持管理を実施するための計画が策定された市町村管理橋梁数の割合を拡大：【H21】6.1％  →【H25 】100％
雪崩や

成果の億票成果の億票成果の目標

対象事業対象事業対象事業

道路事業

・法枠工による落石対策
・スノーシェッド等の整備による雪崩対策

関連事業

【関連社会資本整備事業】
道路整備と合わせて整備を行うことで災害に強く安全なまちづくりを促
進する。
（例：道路を保全する砂防事業、浸水被害を防ぐ河川・海岸事業、信号
機等の交通安全施設の整備等）

（例：救急車の購入、防犯灯の設置、消雪施設整備費助成など）

対策

道路
進す
（例
機等

（例（例

一体
で

整備

・消雪パイプ整備 
・冬期交通確保のための除雪・凍結防止 
・老朽化した橋梁の補修 

　社会資本整備総合交付金の実施にあたっては、『社会資本総合整備計画』の策定が必要となり、旧交付金（地域活力基盤創造交付金）
で策定した『地域活力基盤創造計画』を社会資本総合整備計画として事業を実施しています。
　この計画は２つのパッケージで構成される 5 カ年計画（平成 21 年度～平成 25 年度）であり、道路事業に加えて関連する他の社会
資本整備事業やソフト事業も盛り込まれています。
　なお、平成２３年度からは、地域自主戦略交付金が創設され、社会資本整備交付金から地域自主戦略交付金に移行した箇所もありま

　社会資本整備総合交付金の実施にあたっては、『社会資本総合整備計画』の策定が必要となり、旧交付金（地域活力基盤創造交付金）
で策定した『地域活力基盤創造計画』を社会資本総合整備計画として事業を実施しています。
　この計画は２つのパッケージで構成される 5 カ年計画（平成 21 年度～平成 25 年度）であり、道路事業に加えて関連する他の社会
資本整備事業やソフト事業も盛り込まれています。
　なお、平成２３年度からは、地域自主戦略交付金が創設され、社会資本整備交付金から地域自主戦略交付金に移行した箇所もありま
すが、計画目標に向けて一体となった整備を進めていきます。

社会資本総合整備計画社会資本総合整備計画

にぎわいのある魅力に満ちた住みよい地域づくりにぎわいのある魅力に満ちた住みよい地域づくり
パッケージ１パッケージ１パッケージ１

雪や災害に強く安全・安心に暮らせる地域づくり雪や災害に強く安全・安心に暮らせる地域づくり
パッケージ２パッケージ２パッケージ２

日常生活の利便性や観光地へのアクセスを改善する道路整備にあわせて、魅力ある観光地づくりなど
の交流人口の増大に寄与する環境整備を行い、にぎわいのある魅力に満ちた住みよい地域をつくる。
日常生活の利便性や観光地へのアクセスを改善する道路整備にあわせて、魅力ある観光地づくりなど
の交流人口の増大に寄与する環境整備を行い、にぎわいのある魅力に満ちた住みよい地域をつくる。

【計画目標】【計画目標】

【計画目標】【計画目標】

防災・防雪対策および既存道路施設の計画的な修繕・更新により道路ネットワークの信頼性を高め
るとともに、犯罪等を防止する基盤整備を行い、雪や災害に強く安全・安心に暮らせる地域をつくる。
防災・防雪対策および既存道路施設の計画的な修繕・更新により道路ネットワークの信頼性を高め
るとともに、犯罪等を防止する基盤整備を行い、雪や災害に強く安全・安心に暮らせる地域をつくる。

　平成 23 年度より、「ひも付き補助金」を段階的に廃止し、地域の自由裁量を拡大するための交
付金として、「地域自主戦略交付金」が創設されました。平成 23 年度は、第一段階として都道府
県分を対象として、投資補助金の一括交付金化が実施されます。

＜対象事業＞

①社会資本整備総合交付金の一部
　　　　　　　　（国土交通省）
②農産漁村地域整備交付金の一部
　　　　　　　　（農林水産省）
③水道施設整備費補助
　　　　　　　　（厚生労働省）
④交通安全施設整備費補助金の一部
　　　　　　　　（警察庁）
⑤学校施設環境改善交付金の一部
　　　　　　　　（文部科学省）
⑥工業用水道事業費補助
　　　　　　　　（経済産業省）
⑦自然環境整備費補助金の一部
　　　　　　　　（環境省）
⑧環境保全施設整備費補助金
　　　　　　　　（環境省）
⑨消防防災施設整備費補助金
　　　　　　　　（総務省）

内閣府
＜スキーム＞

地域自主戦略交付金
　　　　　　　　　　

　
　・地域自主戦略交付金
　　　　　　　
　　　　　　　

　・沖縄振興自主戦略交付金
　　　　　　　　　　　

①配分額の通知

②自由な事業選択

③交付

客観的指標に基づく
恣意性のない配分の導入

（当面は継続事業に配慮）

左記の事業を、
各府省の枠にとらわれず、
自由に選択

各府省に移し替えて交付

交付対象事業（道路）
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道 路の整備 

道路で、高規格幹線道路と一体的に機能する一般国道および主要な県道等のことです。
ま、広域道路はその有する機能から、「交流促進型」と「地域形成型」の２分類されます。
　新潟県では、「交流促進型」に約 564km、「地域形成型」に約 3,784km が位置づけられ
ています。

　広域道路は、国土全体・地域全体という広域レベルの社会交流を支え、地域の連携を促す
道路で、高規格幹線道路と一体的に機能する一般国道および主要な県道等のことです。
ま、広域道路はその有する機能から、「交流促進型」と「地域形成型」の２分類されます。
　新潟県では、「交流促進型」に約 564km、「地域形成型」に約 3,784km が位置づけられ
ています。

新潟県の広域道路 

新潟県の高規格幹線道路（高速道路） 

北 陸 自 動 車 道 

上 信 越 自 動 車 道 
関 越 自 動 車 道 

凡　　　例 

供用区間

供用区間(暫定2車)

整備計画区間

工事区間(暫定2車)

基本計画区間

スマートIC

スマートIC(整備中)

フルIC

ハーフIC

温海IC 温海IC 
（仮称） （仮称） 
温海IC 
（仮称） 

朝日まほろばIC 朝日まほろばIC 朝日まほろばIC 

村上瀬波温泉IC 村上瀬波温泉IC 村上瀬波温泉IC 

荒川胎内IC荒川胎内IC荒川胎内IC 
 

中条IC 中条IC 中条IC 

聖籠新発田IC 聖籠新発田IC 聖籠新発田IC 

豊栄新潟東港IC豊栄新潟東港IC
豊栄スマートIC豊栄スマートIC

新津IC 新津IC 新津IC 

新津西スマートIC新津西スマートIC

長岡南越路スマートIC長岡南越路スマートIC長岡南越路スマートIC長岡南越路スマートIC

新潟亀田IC新潟亀田IC
新潟空港IC新潟空港IC

新潟中央IC新潟中央IC

新潟西IC 新潟西IC 新潟西IC 

黒埼スマートIC黒埼スマートIC

巻潟東IC 巻潟東IC 巻潟東IC 
安田IC安田IC安田IC 

三川IC 三川IC 三川IC 

津川IC 津川IC 津川IC 

西会津IC 西会津IC 西会津IC 三条燕IC 三条燕IC 三条燕IC 

中之島見附 中之島見附 
　　　　IC 　　　　IC 
中之島見附 
　　　　IC 

長岡IC 長岡IC 長岡IC 

小千谷IC小千谷IC

堀之内IC 堀之内IC 堀之内IC 

小出IC 小出IC 小出IC 

越後川口 越後川口 
　　　IC 　　　IC 
越後川口 
　　　IC 

大和スマートIC 大和スマートIC 大和スマートIC 
六日町IC 六日町IC 六日町IC 

塩沢石打IC 塩沢石打IC 塩沢石打IC 

湯沢IC 湯沢IC 湯沢IC 

水上IC 水上IC 水上IC 

西山IC 西山IC 西山IC 

柏崎IC 柏崎IC 柏崎IC 

米山IC 米山IC 米山IC 

柿崎IC 柿崎IC 柿崎IC 

上越IC 上越IC 上越IC 

大潟スマートIC 大潟スマートIC 大潟スマートIC 
名立谷浜IC 名立谷浜IC 名立谷浜IC 

能生IC 能生IC 能生IC 糸魚川IC 糸魚川IC 糸魚川IC 

親不知IC 親不知IC 親不知IC 

朝日IC 朝日IC 朝日IC 

新井スマートIC 新井スマートIC 新井スマートIC 

上越高田IC 上越高田IC 上越高田IC 

中郷IC 中郷IC 中郷IC 

妙高高原 妙高高原 
　　　IC 　　　IC 
妙高高原 
　　　IC 

信濃町IC 信濃町IC 信濃町IC 

日本海東北自動車道 
（日本海沿岸東北自動車道） 

磐越自動車道 磐越自動車道 
（東北横断自動車道 （東北横断自動車道 
　いわき新潟線） 　いわき新潟線） 

磐越自動車道 
（東北横断自動車道 
　いわき新潟線） 

神林岩船港IC神林岩船港IC神林岩船港IC 

朝日三面IC 朝日三面IC 朝日三面IC 
村上山辺里IC 村上山辺里IC 村上山辺里IC 

栄スマートIC(仮称)栄スマートIC(仮称)

（平成23年４月現在）

（北陸自動車道） 

（関越自動車道 
　新潟線） （関越自動車道 

　上越線） 

上段　　　：東日本高速道路株式会社が決定する道路名称 

下段（　）：国土開発幹線自動車道建設法の路線名 

高速道路の名称 

【高規格幹線道路とは】
　高規格幹線道路は、自動車の高速交通の確保を図るために必要な道路で、全国的な自動車交通網を
構成する自動車専用道路で、ネットワークを形成することで、本県と他地域との連携を強化します。

【県内の高規格幹線道路について】
　新潟県内の高規格幹線道路は５路線あり、昭和 53 年 9 月 21 日の北陸自動車道・新潟西 I C ～長
岡 IC 間の供用に始まり、平成 23 年４月現在、供用延長は 441km（全国 2 位）、供用率は 93%（基
本計画延長 472km）となっています。
　平成 23 年 3 月 27 日には、日本海東北自動車道の神林岩船港 IC ～朝日まほろば IC 間が開通する
など着実に整備が進んでいるところではありますが、その先の朝日まほろば IC から山形県温海 IC（仮
称）間の事業化は、決まっていません。県では早期整備着手に向け、積極的に取り組んでいます。
　
　

【高規格幹線道路とは】
　高規格幹線道路は、自動車の高速交通の確保を図るために必要な道路で、全国的な自動車交通網を
構成する自動車専用道路で、ネットワークを形成することで、本県と他地域との連携を強化します。

【県内の高規格幹線道路について】
　新潟県内の高規格幹線道路は５路線あり、昭和 53 年 9 月 21 日の北陸自動車道・新潟西 I C ～長
岡 IC 間の供用に始まり、平成 23 年４月現在、供用延長は 441km（全国 2 位）、供用率は 93%（基
本計画延長 472km）となっています。
　平成 23 年 3 月 27 日には、日本海東北自動車道の神林岩船港 IC ～朝日まほろば IC 間が開通する
など着実に整備が進んでいるところではありますが、その先の朝日まほろば IC から山形県温海 IC（仮
称）間の事業化は、決まっていません。県では早期整備着手に向け、積極的に取り組んでいます。
　
　

【地域高規格道路とは】 
　地域高規格道路は、全国レベルの高規格幹線道路と一体となって地域相互の交流や空港・港湾への
連絡等を強化する道路であり、広域道路整備基本計画で高い交通機能を発揮する道路として位置づけ
られた「広域道路（交流促進型）」の中から選定されています。

【県内の地域高規格道路について】
　新潟県においては、「候補路線」2路線、「計画路線」6路線・延長約168km（県内）が指定されています。
また、計画路線として指定されたもののうち、43km が調査区間、79km が整備区間となっており、
整備区間のうち 49.3km が供用されています。（平成 23 年 4 月現在）
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